
河
南
省
洛
陽
漢
墓
出
土
の
コ

メ
に
つ

昭
和
三
十
二
年
四
月
、
中
園
へ
赴
い
た
日
本
考
古
皐
覗
察
園
の
水

野
清
一
教
授
は
、
中
園
河
南
省
洛
陽
の
漢
墓
出
土
の
梧
籾
を
中
園
科

皐
院
考
古
研
究
所
の
好
意
に
よ
っ
て
日
本
へ
持
参
ナ
る
こ
と
が
で
き

た
。
著
者
は
水
野
教
授
よ
り
こ
の
籾
米
の
研
究
を
依
託
さ
れ
た
の
で

ζ

こ
に
そ
の
概
要
を
報
告
ナ
る
。

ζ

ζ

K
報
告
す
る
も
の
は
籾
米
の

外
形
調
査
で
あ
っ
て
、

そ
の
化
皐
成
分
に
開
し
て
は
、
研
究
の
移
了

を
ま
っ
て
、
別
に
報
告
し
た
い
。

出
土
穏
棋
の
形
態

受
領
し
た
稲
棋
は
、
多
分
二
十
数
粒
K
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
大

部
分
は
破
損
し
た
断
片
か
ら
な
る
小
穏
の
穎
片
で
あ
っ
た
。
し
か
し

そ
の
中
に
略
完
全
な
小
穂
の
形
を
弁
明
し
た
も
の
が
四
粒
あ
っ
た
が
、

結
局
充
分
な
計
測
に
耐
え
た
も
の
は
一
粒
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

外
観
は
美
し
い
・白
色
を
星
し
、
蛾
質
の
感
じ
を
呈
し
て
い
る
。
内
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-
外
穎
上
、
特
に
そ
の
内
面
に
淡
褐
色
の
微
彩
が
部
分
的
に
見
ら
れ

て

中

尾

佐

助

た
。
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
と
、
外
頴
、
内
穎
共
に
極
め
て
良
好
な
扶

態
で
そ
の
組
織
が
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
た
。
し
か
し
外
穎
、
内
穎
の

上
宇
部
に
生
じ
て
い
る
毛
茸
は
殆
ん
と
折
損
し
マ
い
る
が
、

そ
の
残

っ
た
基
部
の
様
子
よ
り
見
て
、

こ
の
籾
は
毛
茸
の
多
い
品
種
と
は
思

- 93ー

わ
れ
な
い
。
護
穎
は
観
察
し
た
も
の
で
は
こ
と
ど
と
く
剥
離
し
て
い

て
見
る
ζ

と
が
出
来
な
か
っ
た
。
外
穎
、
内
穎
、
小
穂
梗
の
保
存
扶

態
良
好
な
る
に
も
か
か
わ
ら
や
べ
護
穎
が
こ
と
ど
と
く
剥
離
し
去
っ

て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
襲
化
の
一
つ
で
あ
る
。

外
穎
の
先
端
は
い
歩
れ
も
正
常
に
突
出
し
て
固
く
な
っ

T
h
s
り、

世
を
附
着
し
た
痕
跡
は
な
い
。
即
ち
出
土
籾
は
無
非
」
種
で
あ
る
。

ζ

の
籾
は
土
中
に
存
置
さ
れ
た
時
、
籾
の
中
に
嘗
然
玄
米
を
含
ん

で
い
た
と
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
歩
、
出
土
級
標
本
に
は
玄
米
が

完
全
に
消
失
し
て
い
る
。
外
穎
、
内
頴
が
小
穂
梗
上
に
よ
く
附
着
し

て
、
二
つ
の
穎
が
密
着
し
た
も
の
で
も
1

玄
米
は
全
く
消
失
し
て
い
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る
。
こ
の
よ
う
に
外
穎
、
内
穎
が
よ
く
保
存
さ
れ
、

し
か
も
玄
米
が

消
失
ナ
る
と
と
は
珍
ら
し
い
獲
化
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
出
土
し
た
炭

化
籾
で
は
大
位
保
存
吠
態
は
こ
の
反
劉
の
傾
向
を
示
し
て
い

る
も
の

で
あ
る
。

唯
一
粒
の
完
全
な
小
穂
の
長
さ
は
八
・
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
幅
は

三
・
九
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
長
幅
率
は
二
・
二
で
あ
る
。
多
少
不
完

全
な
小
穂
三
例
を
加
え
て
小
穂
の
長
さ
の
卒
均
を
見
る
と
八
・
八
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
今
日
の
稲
品
種
よ
り
見
る
と
、
出
土
籾
は

極
め
て
大
粒
美
大
な
粒
を
持
っ
た
品
種
と
言
う
ζ

と
が
で
き
よ
う
。

考

察

中
園
河
南
省
漢
墓
出
土
の
籾
は
、
稲
の
中
園
に
於
け
る
起
源
、
俸

播
、
歴
史
の
上
に
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。
中
固
に
於
け
る
漢
代
以

前
の
籾
と
し
て
は
、
河
南
省
仰
詔
に
於
け
る
の
・
〉
ロ
円
四
0
5
8ロ
護
掘

に
よ
る
仰
詔
期
の
土
器
に
附
着
し
た
稲
加
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

ζ

の
報
告
に
よ
る
と
、
仰
留
期
の
土
器
に
附
着
し
て
い
た
の
は
ま
ぎ
れ

も
な
く
稲
の
籾
で
あ
る
が
、

こ
の
籾
が
農
率
的
・
な
稲
の
口
同
種
群
の
い

4
y
れ
に
属
ナ
る
か
の
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
報
告
の
第
五

固
に
示
さ
れ
た
籾
の
匪
痕
の
篤
員
は
、

う
な
印
象
を
あ
た
え
て
い
る
。

か
な
り
長
型
の
粒
で
あ
る
よ

漢
墓
出
土
の
械
も
や
は
り
長
大
な
粒
を
持
ち
、
卒
均
八
・
八
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
長
さ
を
持
ち
幅
も
康
い
の
で
、
今
日
の
品
種
と
し
て
も

非
常
に
大
粒
な
品
種
と
言
い
得
る
だ
ろ
う
。
漢
墓
出
土
の
籾
よ
り
こ

れ
以
上
農
準
的
な
絡
の
品
種
群
と
の
開
係
は
確
言
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
が
次
の
方
法
を
と
る
と
、
東

E
K於
け
る
稲
品
種
分
布
と
、
漠

墓
出
土
棋
と
の
関
係
の
若
干
が
推
測
し
う
る
。

東

E
各
地
の
稲
品
種
群
の
分
布
地
と
そ
の
形
質
と
の
関
係
を
示
ナ

標
準
と
し
て
、
演
目
秀
男
博
士
sの
報
告
を
基
礎
と
し
て
、
そ
れ
と
漢

墓
出
土
籾
と
を
比
較
し
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

第
一
聞
は
東
亜
各
地
の
稲
の
小
穏
の
長
さ
の
繁
異
と
漢
基
出
土
籾

- 94ー
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F
 

8.0 

R 
岡圃圃
Z 

恒国圃圃圃園剖

.園圃品
回品回園圃品

1.2 ι" も晶48 

第 1図

東亜各地の箔籾の小穂長の幾異と

漢墓出土品との比較。間中縦寅線

は出土した完全籾の長さ，破線は

四粒卒均の長さを示ナn



?
と
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
画
中
N
は
ネ
パ
l
ル
、

H
は
印
度
の

ハ
イ
デ
f

ラ
パ
l
ド
、

O
は
印
度
の
オ
リ
ッ
サ
、

B
は
印
度
の
ボ
ン

ベ
イ
、

A
は
印
度
の
ア
和
芳
ム
、
パ
U
は
セ
レ
ベ
ス
、
白
は
中
園
、

R

は
琉
球
、
い
刊
は
日
本
普
通
商
粒
種
、
恥
は
朝
鮮
の
赤
米
短
粒
型
品
種

群
、
阻
は
朝
鮮
赤
米
長
粒
型
品
種
群
、

h
，は
日
本
赤
米
短
粒
型
品
種

群
、
只
は
日
本
赤
米
長
粒
型
品
種
群
を
一
示
し
、
圃
中
の
縦
貫
線
は
漢

基
出
土
の
完
全
な
一
粒
の
長
さ
、
破
線
は
四
粒
卒
均
の
長
さ
を
示
し

τい
る
。

固
に
一
ホ
ナ
が
如
く
、
漢
墓
出
土
籾
は
小
穂
の
長
さ
よ
り
見
る
と
、

琉
球
、
i

日
本
、
朝
鮮
の
も
の
よ
り
長
く
、
ネ
パ

l
ル、

ハ
イ
デ
ィ
ラ

.... 

東亜各地の循籾の幅の奏異と漢墓

出土籾の幅の比較，圏中の縦貫線

は漢墓出土品の幅を示ナ。

...0 

第2図

目竿
N
圃

， 包

囲圃色
圃晶
αー

回.i.

回d他
国晶
園田品

3.2 

H 

:2..8 2.4 
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2.0 

パ
l
ド
、

的
長
い
も
の
に
属
し
マ
い
る
。

オ
リ
y

サ
、
ポ
ソ
ベ
イ
、
中
園
の
品
種
群
の
う
ち
、
比
絞

第
二
圃
は
同
様
に
し
て
粗
の
幅
を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
漢
墓

出
土
棚
の
幅
は
極
め
て
大
き
く
、
オ
リ
ッ
サ
及
び
日
本
の
最
大
な
も

の
に
匹
敵
し
た
大
立
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
中
園
現
生
側
品
種
と

し
て
は
類
例
の
知
ら
れ
な
い
珍
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

漢
墓
出
土
籾
は
こ
の
よ
う
に
極
め
て
大
き
い
も
の
市
に
あ
る
が
、
全

瞳
と
し
て
細
長
い
か
、
固
太
い
か
を
見
る
た
め
に
長
幅
率
を
計
算
し

4.6 

H 

Z4-3.8 -4.2 

M 

ch 

3-0 2.6 

ーー&
園.占

2.2 1.8 、』ル

第 3 図

東亜各地の稲籾の長幅率の襲警異と漢基出土

意思の長個率の比較，圏中縦貫線はltA基出土

の長縮率を示ナ。
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T
み
る
と
こ
・
こ
と
な
る
の
で
、

こ
れ
を
第
三
圃
に
圃
一
示
し

τ策
E

各
地
の
も
の
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
聞
に
示
し
た
よ
う
に
琉
球
、

本
、
朝
鮮
の
短
型
品
種
群
は
、

日
本
の
品
種
群
の
う
ち
の
極
端
な
も

の
を
除
い
て
は
、

い
や
ノ
れ
も
長
幅
率
二
・
こ
に
達
し

τい
な
い
。
即

ち
漢
墓
出
土
米
は
琉
球
、

日
本
、
朝
鮮
の
短
型
品
種
群
、
即
ち
そ
こ

の
最
も
普
遍
的
な
品
種
群
よ
り
、
細
長
い
粒
で
あ
る
。

こ
れ
に
反
し

て
、
印
度
方
面
に
は
漢
墓
出
土
籾
と
同
様
な
長
幅
率
の
も
の
は
極
め

て
多
く
存
在
し
て
い
る
。

以
上
の
如
く
小
穂
の
長
さ
、
幅
、
長
幅
率
の
三
思
か
ら
漢
墓
出
土

籾
を
考
察
す
る
と
、
漢
基
出
土
棋
は
琉
球
、

日
本
、
朝
鮮
の
普
遍
的

-
な
稲
品
種
よ
り
、
む
し
ろ
印
度
方
面
の
稲
に
よ
り
共
通
度
が
高
い
と

見
倣
し
得
る
と
結
論
ナ
る
と
と
が
で
き
る
。

琉
球
、

<::! 
I:l 
『

“‘ I:l 
'1::). 

ミ日
宮本‘，、
と朝
し鮮
マの

知普
ら事
オ1 J:J'J 
tc な
証理

宅量
あ稲
りは

印 ip
度三
方ぬ
面誌
の zr.
稽ミ

は
そ
の
大
部
分
が
、

。
『
い
宅
N

h
判

的
h
N
H帆
同
国

h
H
N
M
h
N
『・目〔滋丸山九円一一一
h
N

K
属
ナ
る
と

信
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
後
者
は
一
般
的
に
無
世
品
種
で
、
漢
墓
出

土
棋
と
-
致
ナ
る
。
中
園

K
は
二
つ
の
餐
穫
が
現
在
共
に
栽
培
さ
れ

て
い
る
。

日

漢
墓
出
土
の
籾
は
、

。
『
い
て
N
R
N

以
上
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

S
H
S
Q
S『・

s
s
s
k麗
ナ
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
言
い
得

言
込
町
ぬ
型
の
如
き
印
象
を

る
。
仰
詔
期
の
抑
悼
の
匪
疲
も
細
長
く
、

あ
た
え
る
ζ

と
は
と
の
漢
墓
出
土
棋
の
結
論
と
一
致
し
て
興
味
深
い

事
で
あ
る
。

本
研
究
を
な
ナ
に
あ
た
り
、
材
料
を
提
供
さ
れ
た
中
園
科
皐
院
考

古
研
究
所
、
種
々
の
教
示
を
う
け
た
岡
崎
敬
君
、
潟
県
そ
の
他
に
助

力
さ
れ
た
松
岡
遁
夫
君
に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
ナ
る
。
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were excavated from one and the same tomb. Though the handing down 
to the posterity of ceremonial vessels was an established practice， it will 
be still an interesting problem to explore why such bronzes which had 
been handed down for generations were buried in the tomb. 

Ch'ang-an長安 andLo-yang洛陽 inthe Time of Han漢

Takashi Okazaki 

The site of Ch‘ang.an in the suburbs of present Si.an西安 wasthe 
capital under Former Han， Sui 惰 andT'ang唐，while that of Lo，yang 
outside of present Lo.yang was the capital under Later Han， Wei競， ChiI1晋
and Northern Wei. These two ancient cities played a big role in the 
making of Chinese civilization after the Chou周 period，and especially 
during the period of four hundred years of Former and Later Han they 
played a similar role in the East to that of Rome in the West. After 
the Revolution a branch of the Institute of Archeology have been set up 
at Si-an and Lo-yang， and they are making study of the sites which have 
been discovered in the proc白 sof construction work. With regard to the 
Ch‘ang-an of Han its three gates， the Chih-ch'eng，直城 thePa・ch'~ng 爾城
and the Si-an-chも19，have been excavated， while excavations at Honan-
hsien-ch'eng， of Han， which is thought to have been the site -of the 
Chou palace， have been made， and the plan of the 1心-yangof Han and 
Wei to the east of the pr白enttown has been identified. The result of 
the excavations coincide with the plan of Lo-yang during the， period from 
Han to Northern Wei， which has been reconstructed by historicai records. 

The Rice Found in a Han漢 Grave

Sasuke Nakao 

Fra.gments of rice spikelets found in a grave of the Han dyrtasty 
(location LS. M 82': 59) are studied. The fragments consist of the G，uter 
glume， the inner glume and the tachilla of rice s如何lets，and all the 
kernels vahished even inside the closed flowering glumes. The fragments 
have become white， and seem to have a waxy structure. The microscopi-
cal texture of the glumes are well preserved. The spikelets do not bear 
awns. The length of spikelet is 8.5 mm (oI1e perfett sample) and 8.8 mm 
(a mean of four samples)， 3.9 mm in width 2.2 in the ratio of length 
a，nd width. These figures are examined in comparison with those found 
iri many places in Asia. The author concludes that the rice in the 
Han period was more similar to that of pr白entday southern'Asia (India) 
than to that of ]apan， Okinawa a'nd Korea. The Han rice seems to belong 
to Oryza sativa Var indic'a. 
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